
あさかの新しい「みち」づくり会議

令和４年８月２６、２７日
主催：あさかエリアデザイン会議 1



R4  歩きやすい駅前通りを考えるワークショップの開催＜本日＞
 ・駅前通りの一方通行化や、周辺道路を含めた安全対策の検討
 ・「安全で快適な歩きやすい道づくり」を目指す

R１～ ウォーカブルなまちづくりの推進 
 ・朝霞駅からシンボルロード周辺エリアにおいてア

サカストリートテラス等の社会実験（R2～）
 ・エリアにおいて居心地がよく歩きたくなるまちな

かと魅力的な商業エリアの形成を目指す官民連携組
織「あさかエリアデザイン会議」始動（R3～）

 ・エリアの未来を描いたエリアビジョン策定（R4）

R１～ 身近な生活道路
の安全対策の推進

 ・東弁財地区において、通学
路の安全対策実施

 ・ワークショップを踏まえ、
交差点にハンプ等の安全装
置を設置

H２７ 「商店街の活性化」を目的にアメニティロード化社会実験
 ・地元の合意形成に至らず、駅前通り一方通行化の本格実施は見送り

コロナ禍
痛ましい交通
事故の発生

車中心から
人中心の

まちづくりへ転換
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・安全性が向上と高評価

　一歩通行化の本格実施は見送りへ
　路線バスの迂回について要望・協議へ 3

１　朝霞駅南口駅前通りアメニティロード化基本計画　平成２４年３月
　　　整備目標：訪れて安心して買い物できる魅力ある朝霞の玄関口の創出

２　朝霞駅南口駅前通り一方通行化社会実験
　　　日時：平成２７年１０月１７日（土）から１１月７日（土）までの３週間

・商業的な賑わい・魅力に効果があまり無かった
・迂回する交通量が増えたことが課題
・今後の一方通行の実施について『賛成』『条件付き賛成』の回答が７割前後

３　交通量調査、アンケート調査結果
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【交差点ハンプ】 【スムーズ横断歩道】

●地元の町内会や学校関係者等と協働で検討した効果的な交通安全対策として交差点ハンプや狭さく等を
　令和２年度に施工

■通学路等における更なる安全対策

■生活道路の安全対策（東弁財地区）

●千葉県八街市での交通事故を受け、更なる安全対策
　　のため、関係機関と連携した緊急社会実験を実施し、
　　点検結果を基に区画線や車止めポール設置等の
　　安全対策工事を随時実施
　　

【交通安全対策マップ】



ウォーカブルな空間整備

まちなかを”車中心”から”人中心”へ

●令和元年6月２６日　　都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会（国土交通省） 5



・国土交通省が募集した『ウォーカブル推進都市』に賛同（令和元年８月）　　

・令和４年５月３１日時点で３２５都市が『居心地が良く歩きたくなるまちづくり』に取り組んでいる　　　

・『シンボルロード』のオープン  （令和２年２月）

　⇒広大な緑の歩行区間（グリーンインフラの工夫）を拡幅整備、 これまでにない新しい道が誕生

・市役所庁舎前広場に『花の池テラス』がオープン（令和３年４月）　

・『アサカストリートテラス』の開催

　⇒WITHコロナ時代の経済活動と街路空間など屋外公共空間を有効活用するため企画されたイベント

　　これまでに２回開催、令和４年度は１１月６日（日）開催予定、ちいさなテラスを令和４年度より開催

　⇒あさか冬のあかりテラスの開催（これまでに２回）、令和４年度は１２月１６日（日）より開催予定

・『ミニパークや、まちなかベンチ等』の設置
　⇒展望テラス（島の上公園）、みどりのテラス、黒目川さくらテラス、オーニングベンチ、バイオシェルター『雅涼庵』

　　ちょっとカウンター、木かげのトンネル

◆ウォーカブル推進都市　

◆これまでの取り組み

6



基地跡地

エリアプラットフォーム活動支援

 取組① エリアプラットフォーム構築
    （名称：あさかエリアデザイン会議）
 ⇒官民の幅広い関係者が参画するエリアプラットフォーム
　 （まちづくりの協議組織）をつくる
 

例 対象エリア

 取組② 未来ビジョンの新規策定
        （エリアビジョンベータ版）
 ⇒構築したエリアプラットフォームにおいて、
　 対象エリアにおける地域特性の現状や目指す将来像、
　 その将来像に向けた施策、役割分担、ロードマップ等の検討を行い
　 それらを踏まえた将来ビジョンを策定する

↓
・公園・街路等パブリック空間の活用を軸として
　市民が豊かで暮らしやすい新たな日常を過ごせるよう、
　にぎわい・自然・買物等の利便性にあふれた
　「居心地が良く歩きたくなるなちなか」を目指す

　　　・朝霞駅南口駅前通りの一方通行化や周辺道路を含めた安全対策の検討

朝霞駅市役所

朝霞駅南口駅前通り

中央公園
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朝霞の森
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台
公
園

国道２５４号

未来ビジョン対象エリア
（ウォーカブルエリア）
ウォーカブルエリア内の

主要な通り

7



8

 令和３年度
・エリアデザイン構築会議（７回実施）

・エリアプラットフォームの規約の策定
 あさかエリアデザイン会議規約
 （令和４年４月１日）



【表紙】 【目次】

　そのエリアの将来像となる”未来ビジョン”を策定
　（地域特性の現状、目指す将来像、将来像に向けた施策、役割分担、ロードマップ等）
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交通安全対策や美装化など、歩く人が魅力を感じるような道づくり
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交通を整理し、歩く人を大切にするみちへ
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人中心のみちの形成に向けて、ワークショップ等を通じた意見交換や実証実験
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小型車両の運行

▲ボンエルフ化を想定してカラーコーン設置

▲ソーシャルディスタンスで休憩

▲車突防止も兼ねたエントランスオブジェ

▲オープンスペース(公共空間)の利活用

【実証実験】商店街 × 公共空間 × 新しい生活様式
ウィズコロナ時代における「あたらしいあさかの日常を歩こう」を
コンセプトに掲げ、令和３年１１月７日（日）に開催

企画：あさかエリアデザイン会議

Asaka  Street  Terrace 2021
アサカ   ストリート       テラス

令和４年度は
１１月６日（日）

開催予定
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・県内各地の特性を生かした持続可能なまちづくりに対し、県が支援
・「日本一暮らしやすい埼玉県」の実現
・県での採択を受けてプロジェクトに取り組む

【埼玉版スーパー・シティのイメージ】


